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誇りのもてる住んでよかった丹波市誇りのもてる住んでよかった丹波市
をめざして平成25年度予算平成25年度予算

総額582億2,200万円を可決
　

第
65
回
３
月
定
例
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
26
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
定
例
会
初
日
に
は
市
長
の
25
年
度
施
政
方

針
が
、
ま
た
教
育
長
か
ら
教
育
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
１
日
に
は
、

一
般
会
計
予
算
の
ほ
か
提
出
議
案
の
質
疑
を
行
い
、
議
長
を
除
く
議
員

全
員
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
（
田
坂
幸
恵
委
員
長
）
を
設
置
し
、
後

日
細
か
く
審
査
し
ま
し
た
。
24
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正

な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
は
８
日
に
可
決
し
、
25
年
度
予
算
に
つ
い
て
は

最
終
日
の
22
日
に
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
３
６
２
億
円
で
、

前
年
度
対
比
4.6
％
増
、
特
別
会

計
と
公
営
企
業
会
計
を
加
え
た

全
会
計
で
は
、
５
８
２
億
２
，

２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
対
比

0.9
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
構
造
の
ゆ
と
り
を
判
断
す

る
た
め
の
指
標
で
あ
る
経
常
収
支

比
率
は
92
．
９
％
と
前
年
度
よ
り

0.7
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す

が
、
下
水
道
事
業
に
係
る
繰
出
金

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
た
め
、
人
件
費
、
公

債
費
、
物
件
費
な
ど
に
係
る
数
値

に
つ
い
て
、
更
な
る
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

収
支
面
で
は
、
健
全
性
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
ま
す

が
、
経
常
収
支
比
率
及
び
実
質
公

債
費
比
率
な
ど
の
指
標
の
動
向
に

は
注
意
が
必
要
で
、
特
別
会
計
や

公
営
企
業
会
計
を
含
め
た
起
債
発

行
額
の
抑
制
や
、
繰
り
上
げ
償
還

な
ど
財
政
健
全
化
に
向
け
た
さ
ら

な
る
取
組
み
が
必
要
で
す
。

３
月
定
例
会

25
年
度
予
算
の
こ
こ
を
聞
く
！

問　

丹
波
市
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
大
会
」
が
開
催
さ
れ

る
が
そ
の
内
容
は
。

答　

丹
波
市
を
全
国
に
発
信
す

る
市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
事
業

と
し
て
計
画
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
協

力
に
よ
り
９
月
15
日
に
「
青
垣

住
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館
」
で
開

催
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
ご

ろ
に
市
の
広
報
な
ど
に
よ
り
発

表
し
ま
す
が
、
８
月
の
中
旬
に

参
加
募
集
を
行
い
、
大
会
前
日

に
予
選
会
が
あ
り
、
本
選
出
場

者
は
20
組
で
す
。

問　

丹
波
市
へ
の
定
住
化
を

促
す
施
策
の
拡
充
内
容
は
。

答　

田
舎
暮
ら
し
体
験
や
就

農
・
就
労
・
地
域
活
動
に
関
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
業
務
を

（
公
財
）
兵
庫
丹
波
の
森
協
会

へ
委
託
し
て
開
始
し
ま
す
。

　

都
市
住
民
に
よ
る
田
舎
暮
ら

し
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
地

域
情
報
の
収
集
・
発
信
、
地
理

等
の
基
本
的
な
情
報
提
供
や
田

舎
暮
ら
し
関
係
者
の
紹
介
な
ど

を
行
い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
に
よ
る
移
住
・
定
住
の
促
進

を
図
る
事
業
で
す
。

問　

毎
年
、
市
債
の
繰
り
上

げ
償
還
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

目
的
と
必
要
性
は
何
か
。

答　

市
債
残
高
は
、
平
成
25
年

度
見
込
み
で
一
般
会
計
３
５
９
億

円
、
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会

計
を
含
め
る
と
８
１
１
億
円
で

す
。
繰
り
上
げ
償
還
の
効
果
も

あ
り
、
合
併
以
後
２
５
０
億
円

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
一
般
会

計
の
市
民
１
人
当
た
り
残
高
は

53
万
円
で
、
類
似
団
体
と
比
較

す
る
と
６
万
円
多
い
状
況
で
す
。
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丹
波
市
の
収
入
の
約
４
割
を

占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
逓
減
し
、
平
成
32

年
度
に
は
現
在
よ
り
30
億
円
以

上
の
減
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
繰
り
上
げ
償
還
を
実

施
し
、
公
債
費
（
借
金
返
済
）

の
後
年
度
負
担
を
軽
減
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

問　

　
年
度
の
行
政
改
革
の

取
組
み
は
。

答　

丹
波
市
の
行
政
改
革
計
画

は
、厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、

事
業
の
必
要
性
や
緊
急
性
等
の

観
点
か
ら
取
捨
選
択
を
行
い
、

総
合
計
画
が
め
ざ
す
将
来
像
の

実
現
の
た
め
に
優
先
す
べ
き
事

業
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
行
政
評
価

の
総
点
検
を
行
い
、
コ
ス
ト
意

識
や
費
用
対
効
果
を
常
に
考
慮

し
、行
政
の
経
営
資
源
で
あ
る
、

人
・
モ
ノ
・
お
金
・
時
間
・
情

報
と
い
う
５
つ
の
視
点
か
ら
改

革
を
進
め
、
最
も
効
率
的
で
効

果
的
な
行
政
を
推
進
す
る
予
定

で
す
。
平
成
25
年
度
の
行
政
改

革
に
よ
る
財
政
的
効
果
額
は
約

２
億
３
，
０
０
０
万
円
の
見
込

み
で
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
関
係
団
体
、
自
治

会
、
市
民
等
に
は
十
分
に
説
明

し
、
理
解
と
協
力
を
求
め
な
が

ら
進
め
ま
す
。

問　

こ
ど
も
園
施
設
整
備
費

補
助
金
で
法
定
限
度
を
超
え

た
支
出
が
あ
っ
た
が
、
新
年

度
予
算
で
の
対
処
は
。

答　
「
丹
波
市
こ
ど
も
園
補
助

金
交
付
要
綱
」
に
、新
た
に
「
こ

ど
も
園
経
営
基
盤
安
定
化
補
助

金
」
制
度
を
設
け
、
平
成
25
年

度
一
般
会
計
予
算
の
原
案
訂
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

訂
正
内
容
は
、歳
入
で
は「
市

債
」
を
１
億
１
，
４
０
０
万
円

減
額
し
、「
基
金
繰
入
金
」
を

同
額
増
額
し
ま
し
た
。
歳
出
で

は
「
こ
ど
も
園
施
設
整
備
費
補

助
金
」
を
１
億
２
，
０
０
０
万

円
減
額
し
、
同
額
を
「
こ
ど
も

園
経
営
基
盤
安
定
化
補
助
金
」

と
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

 

問　

通
院
に
つ
い
て
も
中
学

３
年
生
ま
で
の
医
療
費
が
無

料
化
に
な
る
の
か
。

答　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
な

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
乳
幼

児
医
療
費
の
助
成
（
所
得
制
限

あ
り
）、
こ
ど
も
医
療
費
の
助

成
（
所
得
制
限
あ
り
）
を
拡
充

し
、
入
院
、
通
院
と
も
０
歳
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
保
険
適

用
に
か
か
る
自
己
負
担
額
を
無

料
と
し
ま
す
。
平
成
25
年
７
月

１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

問　

丹
波
市
で
も
不
妊
治
療

助
成
を
実
施
す
る
の
か
。

答　

新
規
事
業
と
し
て
、
兵
庫

県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
を
受

け
ら
れ
た
方
に
上
乗
せ
助
成
を

行
い
ま
す
。
治
療
１
回
あ
た
り

10
万
円
を
上
限
に
実
施
し
ま

す
。

問　

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

市
は
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
た
整
備
基
本
計

画
、
実
施
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
平
成
25
年
度
は
こ
う

し
た
計
画
に
基
づ
き
、
青
垣
、

山
南
地
域
の
設
備
更
新
に
着

手
し
ま
す
。
予
算
は
４
億
４
，

３
２
３
万
円
で
す
。

問　

感
染
症
予
防
事
業
は
ど

の
よ
う
に
拡
充
す
る
の
か
。

答　

一
つ
は
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
で
す
。
肺
炎

球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
感
染

症
を
予
防
し
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
、
当
該
年
度
中
に
70
歳
に
な

る
方
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
で
内
部
機
能
障
害
の
あ

る
方
に
対
し
、
一
部
助
成
を
行

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
生
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
か
ら
不
活
性
化
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
へ
切
り
替
わ
り
、
四
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
追
加
し
ま
し

た
。
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問　

県
立
柏
原
看
護
専
門
学

校
の
市
へ
の
移
管
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
27
年
度
に
県
か
ら
移

管
を
受
け
る
柏
原
看
護
専
門
学

校
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
ま
す
。

問　

シ
カ
の
有
効
活
用
処
理

施
設
補
助
金
で
は
ど
の
よ
う

な
施
設
を
計
画
し
て
い
る
の

か
。

答　

こ
れ
ま
で
も
農
林
業
に
多

大
な
被
害
を
も
た
ら
す
シ
カ
を

市
内
で
は
年
間
約
２
，
０
０
０

頭
を
駆
除
し
て
い
ま
す
が
、
捕

獲
し
た
シ
カ
を
分
別
・
解
体
す

る
施
設
を
設
け
る
こ
と
で
多
く

の
シ
カ
を
資
源
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

問　

兵
庫
県
が
発
掘
調
査
を

や
め
た
丹
波
竜
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
の
か
。

答　

専
門
家
を
招
き
、
新
し
い

視
点
で
意
見
を
出
し
て
い
く
中

で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
集
ま
る
よ

う
積
極
的
な
活
用
を
し
て
い
き

ま
す
。

問　

財
政
収
支
見
通
し
が
厳

し
い
中
で
、
長
期
的
な
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
は
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

答　

す
で
に
橋
り
ょ
う
と
下
水

道
お
よ
び
水
道
に
つ
い
て
は
、

長
期
計
画
を
策
定
し
て
計
画
的

に
整
備
に
あ
た
る
こ
と
で
、
耐

久
性
お
よ
び
コ
ス
ト
面
で
最
適

な
案
を
実
行
し
て
い
く
予
定
で

す
。
同
様
に
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
も
、
今
後
長
期
的
な
見
通

し
を
立
て
る
検
討
が
必
要
で

す
。

問　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は

Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
も
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
Ｐ
Ｒ

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
経
済
雑

誌
に
広
告
を
掲
載
す
る
な
ど
、

紙
媒
体
を
中
心
に
し
て
い
ま
す

が
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
誘
致
す
る
こ

と
を
考
え
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
等

の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

ちーたんラッピングカー

架け替え中の佐野橋

  

一
般
会
計

【
歳
入
】

▼
余
剰
の
財
源
は
、
繰
り
上
げ
償

還
の
財
源
と
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
必
要
な
事
業
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
歳
出
】

【
総
務
費
】

▼
国
の
大
型
補
正
も
あ
る
た
め
、
事

業
量
と
職
員
数
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
る
よ
う
、
メ
リ
ハ
リ
の
利
い

た
職
員
配
置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
補
助
金
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
自

治
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
適
切

な
時
期
に
修
繕
を
行
わ
せ
る
な

ど
、
長
寿
命
化
の
努
力
を
促
進

さ
れ
た
い
。

▼
福
知
山
線
複
線
化
促
進
対
策
事

業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
内
容
を
検
証
し
た
上
で
、

今
後
の
具
体
的
で
有
効
な
方
策

を
考
え
ら
れ
た
い
。

▼
丹
波
竜
活
用
事
業
に
お
け
る
遊

歩
道
等
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
の
方
々
の
生
活
に
十

分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
安
全

性
の
確
保
に
十
分
な
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

【
民
生
費
】

▼
認
定
こ
ど
も
園
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
地
域
の
理
解
が
得
ら
れ

た
う
え
で
事
業
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
の
か
。
特
に
柏
原
地
域

は
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備

費
補
助
金
の
受
け
皿
と
な
る
法

人
が
で
き
て
い
な
い
。
予
算
計

上
の
時
期
は
適
当
で
あ
っ
た
か
。

▼
少
子
化
対
策
民
間
活
動
支
援
補

助
金
を
交
付
し
て
、婚
活
事
業
、

子
育
て
支
援
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
民
間
に
任
せ
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、
市
が
主
体

と
な
っ
た
取
組
み
に
つ
い
て

も
、他
市
の
状
況
等
も
研
究
し
、

検
討
さ
れ
た
い
。

▼
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
市
界

の
道
路
上
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
抑
止
効
果
が
発
揮
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
市
設
置

の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
い
。

【
衛
生
費
】

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
、
都
市
圏
か
ら
来
丹
し
地
域

貢
献
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う
若

者
の
住
居
と
し
て
、
空
き
民
家

の
活
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

【
農
林
水
産
業
費
】

▼
シ
カ
等
被
害
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
農
作
物
被
害
を
防
止
す

る
た
め
の
被
害
防
除
柵
の
整
備

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

予
算
特
別
委
員
会
の
主
な

意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。



平成 25 年度予算・その他の議案

特別委員会の様子

5 議会だより　2013.4　

【
労
働
費
】

▼
丹（
ま
ご
こ
ろ
）ワ
ー
ク
サ
ポ
ー

ト
た
ん
ば
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
職
員
の
相
談
者
に
対
す
る

接
遇
研
修
も
含
め
市
民
が
相
談

し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努

め
ら
れ
た
い
。

【
商
工
費
】

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
市
民
が
利
用
で
き

る
よ
う
販
売
方
法
を
検
討
さ
れ

た
い
。

【
消
防
費
】

▼
消
防
団
員
の
確
保
に
あ
た
っ
て

は
、
消
防
団
活
動
が
充
実
さ
れ

る
よ
う
、
今
後
の
団
員
確
保
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
十
分
検
討

さ
れ
た
い
。

【
教
育
費
】

▼
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
高
校
バ

ス
通
学
費
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
高
校
設
置
者
で
あ
る
県
に

も
支
出
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
各
図
書
館
の
実
態
、
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
な
が
ら
、
蔵
書
を
増

や
す
努
力
を
さ
れ
た
い
。

  

駐
車
場
特
別
会
計

▼
近
隣
に
民
間
の
安
い
料
金
の
駐

車
場
が
あ
る
。
現
在
の
料
金
体

系
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

  

水
道
事
業
会
計

▼
水
道
水
Ｐ
Ｒ
事
業
に
お
け
る
ボ

ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
製
造
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
24
年
度
の
成

果
と
改
善
点
を
十
分
精
査
し
、

事
業
を
進
め
ら
れ
た
い
。

25
年
度
当
初
予
算
討
論

一
般
会
計

  

反
対
討
論　
　
　

西
本　

嘉
宏

　

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
は
評

価
す
る
が
、市
同
教
の
補
助
金
、「
繰

上
償
還
」
予
算
措
置
、
給
食
調
理

民
間
委
託
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

一
方
的
で
市
民
の
合
意
が
な
い
。

  

賛
成
討
論　
　
　

坂
谷　

高
義

　

本
予
算
の
大
き
な
目
玉
、
中
学

３
年
生
ま
で
医
療
費
全
額
無
料
化

等
々
で
、
若
者
に
魅
力
あ
る
「
誇

り
を
も
て
る
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

丹
波
市
」に
大
き
な
期
待
を
す
る
。

（
他
の
賛
成
討
論
）

太
田
喜
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

前
川　

豊
市

　
　
　
　
　
　
　

岸
田　
　

昇

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

  

反
対
討
論　
　
　

西
脇　

秀
隆

　

予
算
関
連
議
案
を
除
い
た
他
の

議
案
は
、
主
に
道
路
整
備
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
地
元
へ

の
譲
渡
な
ど
、
長
期
的
な
施
策
に

基
づ
い
た
も
の
が
中
心
と
な
り
、

全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算

は
、
総
額
８
億
円
を
超
え
る
大
幅

な
も
の
で
、
主
に
道
路
整
備
と
水

道
整
備
事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
繰

越
事
業
と
し
て
平
成
25
年
度
に
執

行
さ
れ
ま
す
。

　

請
願
で
は
、
患
者
数
が
特
に
少

な
い
（
遠
位
型
ミ
オ
パ
チ
ー
等
）

希
少
疾
病
用
医
薬
品
（
ウ
ル
ト
ラ
・

オ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ッ
グ
）
開
発
促
進

･

支
援
の
た
め
の
法
整
備
等
を
求
め

る
請
願
が
採
択
さ
れ
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
お
よ
び
厚
生
労
働
大
臣
に
そ
れ

ぞ
れ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
４
点
の
追
加
議
案
が
あ

り
、
副
市
長
の
選
任
、
水
道
事
業

の
委
託
代
金
等
請
求
事
件
に
係
る

裁
判
費
用
の
補
正
予
算
、
市
長
と

教
育
長
の
減
給
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
審
議
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、

市
長
お
よ
び
教
育
長
の
減
給
に
つ

い
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備
に

係
る
「
こ
ど
も
園
施
設
整
備
費
補

助
金
」
過
払
い
問
題
の
責
任
を
取

り
、
そ
れ
ぞ
れ
４
月
分
の
月
額
給

与
を
10
％
減
額
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

人
事
案
件

　

次
の
推
薦
・
選
任
に
つ
い
て

同
意
案
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

人
権
擁
護
委
員

　
　
市
島
町
上
垣　

余
田
み
ゆ
き

丹
波
市
副
市
長

　
　
神
戸
市
西
区　

鬼
頭　

哲
也

　
経
歴昭

和
54
年　

兵
庫
県
入
庁

平
成
20
年
～
23
年
３
月

　

兵
庫
陶
芸
美
術
館
副
館
長

平
成
23
年
～
25
年
３
月

　

東
播
磨
県
民
局
副
局
長
兼

　

危
機
管
理
員

平
成
25
年
３
月
末　

　

兵
庫
県
退
職

25
年
度
予
算
以
外
で
は
市
長
の

減
給
の
ほ
か
、後
述
の
議
案
（
６

ペ
ー
ジ
参
照
）
と
補
正
予
算
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

水
道
部
不
正
事
務
処
理
事
件

の
調
査
と
再
発
防
止
の
た
め

の
特
別
委
員
会
を
設
置

○
設
置
理
由

　

平
成
23
年
度
に
発
注
し
た
水
道

部
設
計
業
務
委
託
に
お
い
て
、
年

度
末
に
業
務
が
完
了
し
て
い
な
い

の
に
、
完
了
し
た
と
す
る
虚
偽

の
「
業
務
検
査
調
書
」
を
作
成
し
、

委
託
業
者
に
契
約
金
額
の
全
額
を

支
払
っ
た
問
題
は
、
市
政
に
対
し

て
不
信
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
今
回
の
事
件

の
原
因
や
背
景
を
究
明
す
る
と
と

も
に
、
事
務
処
理
上
の
問
題
点
を

明
ら
か
に
し
、
再
発
防
止
の
た
め

関
係
す
る
事
務
の
検
査
を
行
う
も

の
で
あ
る
。委

員
長　

林　
　

時
彦

副
委
員
長　

坂
谷　

高
義



議 案 一 覧

同意第　１号 人権擁護委員の候補者の推薦
議案第３号から議案第６号、議案第８号から議案第１３号

平成 25 年度　国民健康保険特別会計事業勘定、国民健康保険特別会計直診勘定、介護保険特別会計保険事業勘定、介護保
険特別会計サービス事業勘定、訪問看護ステーション、下水道、地方卸売市場、駐車場、農業共済、水道事業の各会計予算

議案第１４号 市民憲章検討委員会設置条例の制定
議案第１５号 行政組織条例の一部を改正する条例の制定
議案第１６号 兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び規約の変更

議案第１７号から議案第２５号 平成 24 年度大名草・惣持辺地、大稗辺地、小稗辺地、日向・明号辺地、遠阪辺地、西山辺地、野瀬辺地、朝阪・福田辺地、
乙河内辺地の各辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画策定

議案第２６号から議案第２８号 上久下地域づくりセンター、小川地域づくりセンター、和田地域づくりセンターの各施設の条例を廃止する条例制定
議案第２９号 生涯学習基本計画審議会設置条例制定
議案第３０号 廃棄物の適正処理、減量及び再利用に関する条例の一部改正
議案第３１号 福祉医療費助成条例の一部改正
議案第３２号 国民健康保険青垣診療所の使用料及び手数料条例の一部改正
議案第３３号 新型インフルエンザ等対策本部条例制定
議案第３４号 産科医療体制整備事業基金条例の一部改正
議案第３５号 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例制定

議案第３６号 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準等を定める条例制定

議案第３７号 地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の制定に伴う関係条例の整理に
関する条例制定

議案第３８号 春日農村環境改善センター条例を廃止する条例制定
議案第３９号 休養研修施設条例を廃止する条例制定
議案第４１号 交流施設条例の一部改正
議案第４２号 野上野交流施設に係る指定管理者の指定
議案第４３号 農村交流施設稲土市民農園休憩施設に係る指定管理者の指定
議案第４４号 平成 25 年度農業共済事業事務費賦課総額及び賦課単価の決定
議案第４５号 市道の構造の技術的基準等を定める条例制定
議案第４６号 準用河川に設ける河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例制定
議案第４７号 下水道条例の一部改正
議案第４８号 市営住宅条例の一部改正
議案第４９号 公園条例の一部改正
議案第５０号 水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例制定
議案第５１号 水道事業給水条例の一部改正
議案第５２号 平成 24 年度水道事業会計資本剰余金の処分
議案第５３号 学校給食調理場条例の一部改正
議案第５４号 特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定

議案第５５号から議案第６４号

平成 24 年度一般会計補正予算（第６号）、国民健康保険特別会計事業勘定補正予算（第３号）、国民健康保険特別会計直診
勘定補正予算 ( 第３号 )、介護保険特別会計保険事業勘定補正予算（第４号）、介護保険特別会計サービス事業勘定補正予算

（第４号）、後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、訪問看護ステーション特別会計補正予算（第３号）、下水道特別会
計補正予算（第２号）、農業共済特別会計補正予算（第２号）、水道事業会計補正予算 ( 第４号 )

議案第６５号 特別職の職員で常勤の職員の給与及び旅費に関する条例の特例に関する条例の制定
議案第６６号 教育委員会教育長の給与及び旅費、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の特例に関する条例の制定
議案第６７号 平成 24 年度水道事業会計補正予算 ( 第５号 )

請願第　１号 患者数が特に少ない（遠位型ミオパチー等）希少疾病用医薬（ウルトラ・オーファンドラッグ）開発促進・支援のための法整備等を求める
意見書提出についての請願

発議第　１号 議会会議規則の一部を改正する議会規則の制定
発議第　２号 地方自治法の一部を改正する条例の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

議　　　　　案

垣
内　

廣
明

臼
井
八
洲
郎

坂
谷　

高
義

岸
田　
　

昇

木
戸
せ
つ
み

土
田　

信
憲

山
本　

忠
利

太
田
喜
一
郎

太
田　

一
誠

足
立　

克
己

西
本　

嘉
宏

西
脇　

秀
隆

藤
原　
　

悟

田
坂　

幸
恵

平
井　

孝
彦

前
川　

豊
市

横
田　
　

親

林　
　

時
彦

荻
野　

拓
司

奥
村　

正
行

議決結果

議案第１号　特別職の職員で常勤の職員の給与及び旅費に関す
る条例の特例に関する条例の制定（２月臨時会） ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × 議

長

否決
（賛８、反 11）

議案第２号　平成 25 年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

原案可決
（賛 17、反２）

議案第７号　平成 25 年度後期高齢者医療特別予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

原案可決
（賛 17、反２）

議案第 40 号　恐竜化石保護条例の一部改正 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

原案可決
( 賛 14、反５)

発議第３号　水道部不正事務処理事件の調査と再発防止のため
の特別委員会の設置 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
原案可決

（賛 18、反１）

同意第２号　副市長の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
長

原案可決
（賛 18、反１）

請願第３号　年金 2.5％の削減中止を求める請願 × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × × × 議
長

不採択
（賛２、反 17）

請願第５号　投票所の適正配置に関する請願 適正配置 × ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × 議
長

不採択
（賛４、反 15）交通手段 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

○…賛成　×…反対■賛否の分かれた議案等

■全員賛成で可決した議案

２月臨時会・３月定例会　議案の審議結果

62013.4　議会だより



臨時議会・facebook

丹波市議会ページを開設丹波市議会ページを開設
FacebookFacebook

　市民の皆さんにわかりやすい議会をめざし、
丹波市議会の facebook ページを 4 月 20 日に
開設しました。
　丹波市 facebook ページとともに、市政・市
議会を分かりやすく発信していく手段のひとつ
として、皆さんに積極的な発信をしていきます。
　発信については、当面は「議会だより」の一
部抜粋及び本会議日程のご案内などにとどめ、
利用を図ってまいります。

円滑に運営するために
以下の事項をご理解ください

　丹波市議会 facebook ページに寄せ
られる質問については、原則回答を控
えさせていただきます。
　この理由として、個々には議員それ
ぞれに意見があるものの、質問に対し
て回答は、議会の承認を得て一致した
返答をするために、質問があるたびに
審議を図ることは物理的に不可能であ
るためです。
　なお、市議会 facebook ページの利
用につきましては、要綱を定めていま
すので、facebook ページ上でご確認
ください。
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反
対
討
論

　

２
月
15
日
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
丹
波
市
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
審
議
を
し
ま
し

た
。

　

争
点
は
、
水
道
部
の
不
正
事
務

処
理
事
件
に
関
わ
る
、
市
長
お
よ

び
副
市
長
の
管
理
責
任
に
関
す
る

処
罰
に
つ
い
て
で
し
た
。
ま
ず
市

長
よ
り
、
職
員
に
よ
る
不
正
事
務

処
理
に
つ
い
て
謝
罪
が
あ
り
、
市

長
・
副
市
長
の
３
月
分
の
給
与
を

そ
れ
ぞ
れ
30
％
お
よ
び
10
％
の
減

額
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
議
案

に
関
し
て
９
名
の
議
員
が
質
問
を

し
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
は
以
下
の
通
り
で

す
。

問　

今
回
、
処
分
を
行
っ
た
後
、

職
員
へ
の
司
法
の
判
断
が
出
た
と

き
に
市
長
自
身
の
対
応
は
。

答　

自
身
が
監
督
責
任
を
問
わ
れ

る
よ
う
な
結
果
が
出
た
場
合
、
改

め
て
自
身
の
処
分
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

再
発
防
止
委
員
会
を
設
置
し

て
い
る
が
、
真
相
解
明
と
再
発
防

止
に
向
け
た
第
三
者
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
意
思
は
な
い
か
。

答　

第
三
者
委
員
会
の
立
ち
上
げ

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
再
発
防

止
の
対
応
は
専
門
家
の
意
見
も
聞

い
て
意
思
決
定
を
し
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
が
再
度
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
、
職
員
と
一
緒
に
再
発

防
止
に
向
け
て
職
員
憲
章
を
つ
く

る
な
ど
し
て
、
市
民
の
信
頼
を
回

復
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

昨
年
末
の
市
長
の
任
期
満
了

時
期
で
さ
え
「
司
法
の
判
断
が
出

る
ま
で
待
つ
」
と
し
た
の
だ
か
ら
、

職
員
の
行
政
処
分
の
時
期
と
は
関

係
な
く
、
司
法
の
処
分
が
出
る
ま

で
処
分
を
待
つ
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

司
法
判
断
で
は
な
く
、
行
政

処
分
と
し
て
職
員
の
退
職
時
期
に

合
わ
せ
て
、
自
身
の
処
分
を
し
ま

す
。

問　

給
与
減
額
の
数
字
の
大
小
が

問
題
な
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
時
期
に
市
長
の
処
分
を
す

る
こ
と
が
市
民
や
議
会
に
納
得
が

得
ら
れ
る
と
考
え
た
の
か
。

答　

適
切
な
時
期
を
考
え
、
専
門

家
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
て
自

身
で
意
思
決
定
を
し
ま
し
た
。

 

　

こ
う
い
っ
た
当
局
側
の
答
弁
に

対
し
て
議
員
か
ら
は
「
入
札
監
視

委
員
会
の
設
置
目
的
に
は
、
職
員

の
不
祥
事
に
関
す
る
事
項
は
規

定
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が
、
当

会
議
で
意
見
を
伺
う
の
は
条
例
違

反
で
は
な
い
か
。」「
責
任
を
負
え

な
い
立
場
の
専
門
家
に
意
見
を
聞

き
、
意
思
決
定
の
判
断
と
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
信
頼
に
欠
け
る
行

為
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
指
摘

が
あ
り
、
議
論
が
大
き
く
分
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
、
反
対
討
論
が
２
名

か
ら
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
反

対
11
名
、
賛
成
８
名
で
否
決
と
い

う
判
断
を
し
ま
し
た
。

・
西
本
嘉
宏
議
員

・
横
田　

親
議
員

第
64
回
臨
時
会
で
市
長
ら
の
減
給
条
例
案
を
否
決
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丹
政
ク
ラ
ブ　

岸
田
　
昇
議
員

平
成
25
年
度
施
政
方
針
と

予
算
編
成
基
本
方
針
は

　
　

新
生
会　
　

荻
野
拓
司
議
員

25
年
度
市
施
策
の
基
本
方
針
は

　
　

市
長
４
年
間
の
施
政
方 

　
　

針
の
「
事
業
の
総
仕
上

げ
」
と
、
平
成
25
度
予
算
編

成
基
本
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

幼
保
一
元
化
、
一
般
廃

　
　

棄
物
処
理
施
設
な
ど
仕

上
げ
の
年
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

一
方
、「
市
民
主
導
行
政
支

援
」
の
施
策
を
展
開
し
市
民

に
愛
着
や
誇
り
の
醸
成
を
深

め
る
こ
と
が
「
総
仕
上
げ
」

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
予
算
編
成
の
基
本

方
針
は
一
般
財
源
ゼ
ロ
シ
ー

リ
ン
グ
に
よ
る
予
算
要
求
、

サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
提
案
事
業

の
予
算
要
求
、
事
業
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
徹 

底
に
努
め
た
ほ
か
、
災
害
に

対
す
る
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
重
点
対
策
と
し

て
、
避
難
訓
練
や
防
災
訓
練

を
通
じ
て
地
域
防
災
力
の
向

上
に
取
り
組
み
、
新
し
い
社

会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
若
者

に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

安
心
し
て
子
供
を
育
て
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。

　
　

同
窓
生
が
懐
か
し
く
再 

　
　

開
、
交
流
の
き
っ
か
け

づ
く
り
に
市
が
、
同
窓
会
の

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
と 

丹
波
市
に
は
歴
史
、
文

化
、 

自
然
等
が
多
く
眠
っ
て

お
り
こ
れ
ら
宝
を
活
か
す
、

「（
仮
称
）
誇
り
（
宝
）
を
活

か
し
た
町
づ
く
り
条
例
」
の

制
定
を
す
る
気
は
な
い
か
。

　
　

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期

　
　

待
で
き
る
か
、
調
査
、

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

３
期
目
市
政
で
次
の
点
の

　
　

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

①
平
成
25
年
度
の
施
策
・
方

針
に
つ
い
て
②
予
算
編
成
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
③
信
頼

さ
れ
る
行
政
に
つ
い
て
④
や

り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

る
の
か
。

　
　

①
若
者
の
発
想
を
柔
軟

　
　

に
取
り
入
れ
る
体
制
と

し
て
、市
の
将
来
を
語
る「
ま

ご
こ
ろ
夢
ト
ー
ク
25
」
な
ど

様
々
な
機
会
を
設
け
、
施
策

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
若
手
職
員
を
活
用

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
全
庁
体
制
で
取
り
組
み
、

市
政
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
②
予

算
査
定
で
は
、
目
的
や
効
果

な
ど
の
説
明
を
求
め
、
将
来

的
な
財
政
へ
の
影
響
を
計

り
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に

向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
③
水
道

部
の
不
正
事
務
処
理
に
関
し

て
「
不
正
事
務
処
理
等
再
発

防
止
委
員
会
」
で
再
発
防
止

策
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ

を
実
行
計
画
と
し
て
捉
え
、

取
り
組
み
ま
す
。
④
職
員
が

主
体
的
・
意
欲
的
に
仕
事
を

進
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

組
織
体
制
づ
く
り
や
職
員
の

発
想
力
、
提
案
が
活
か
さ
れ

る
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
頑
張
る
職
員

の
や
る
気
を
高
め
る
勤
務
評

価
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問

問

問

答

答

答

△

若
者
の
意
見
を
市
政
に
反
映
を

△

４
年
間
の
総
仕
上
げ
を
示
さ
れ
た

　

市
政
方
針
と
予
算
ガ
イ
ド

 市政をただす 市政をただす

一
般
質
問

一
般
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

一般質問とは、市政全般にわたり、市長その他の執行機関に対し、事務執行の状況や将来への方針などに
ついて所信をただしたり、報告や説明を求め、今後の政策提言に活かしていくことをいいます。３月定例
会の内容をみなさんにお伝えします。なお、この質問の原稿はそれぞれ質問した議員が作成しています。

代 表 質 問

代 表 質 問



代 表 質 問
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新
風
会　

太
田
喜
一
郎
議
員

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

４
年
生
以
上
の
受
入
れ
は

　

市
民
ク
ラ
ブ　
　

山
本
忠
利
議
員

若
者
に
魅
力
あ
る
特
化
し
た

定
住
促
進
助
成
を

　
　

公
明
党　
　

田
坂
幸
恵
議
員

軽
・
中
度
難
聴
児
支
援

（
助
成
）
の
考
え
は

　
　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事

　
　

業
に
お
い
て
４
年
生
以

上
も
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
い

う
声
が
保
護
者
か
ら
あ
る
が

今
後
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

　
　

安
易
に
対
象
範
囲
を
広

　
　

げ
る
こ
と
が
子
ど
も
自

身
に
と
っ
て
望
ま
し
い
の

か
、
慎
重
に
見
極
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
平
成
25
年
度

に
お
い
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
し

ま
す
。

　
　

金
融
円
滑
化
法
３
月
末

　
　

終
了
に
伴
う
対
策
は
ど

う
か
。　

　
　

国
は
法
期
限
後
も
従
前

　
　

同
様
の
対
応
を
す
る
よ

う
金
融
機
関
に
通
知
し
て
い

ま
す
。
市
内
金
融
機
関
も
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
対
応

を
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
市
内
金
融
機

関
へ
預
託
金
の
増
額
を
行
い

融
資
限
度
額
の
引
き
上
げ
と

と
も
に
経
営
改
善
資
金
に
係

る
信
用
保
証
料
の
補
助
を
し

ま
す
。

　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
は

　
　

ど
う
か
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

　
　

行
や
金
融
支
援
等
を
行

い
ま
す
。
ま
た
普
通
建
設
事

業
費
も
大
幅
に
増
額
し
て
お

り
、早
期
発
注
に
努
め
ま
す
。

　
　

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

　
　

方
式
を
今
後
整
備
す
る

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
導
入

し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

各
法
人
と
も
環
境
面
に

　
　

対
す
る
意
識
は
非
常
に

高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今

後
整
備
さ
れ
る
認
定
こ
ど
も

園
に
対
し
つ
な
い
で
い
き
ま

す
。

　
　

 

㈠
若
者
夫
婦
世
帯
定
住

　
　

   

促
進
助
成
金
を
50
％
に
。

㈡
中
山
間
地
域
で
住
宅
を
新

築
、
購
入
し
た
転
入
者
に

50
％
補
助
を
。
三
世
代
同
居

の
増
改
築
に
50
％
助
成
を
。

　
　

提
案
の
定
住
策
は
、
対

　
　

象
者
を
絞
り
込
ん
で
の

制
度
で
あ
り
、
他
市
例
も
参

考
に
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
の
拡
大
。

　
　

今
回
の
中
学
三
年
生
ま

で
医
療
費
負
担
無
料
化
は
一

定
の
評
価
を
し
ま
す
が
、
先

進
地
の
よ
う
に
他
市
に
先
駆

け
高
校
生
ま
で
も
う
一
歩
前

に
進
め
な
い
か
。

　
　

高
校
生
の
医
療
費
は
一

　
　

番
低
い
年
齢
層
で
あ

り
、
県
等
の
動
向
、
費
用
対

効
果
な
ど
引
き
続
き
検
討
し

ま
す
。

　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給

　
　

施
設
の
運
営
方
法
と
、

木
材
加
工
施
設
の
併
設
は
。

　
　

丹
波
市
、
丹
波
ひ
か
み

　
　

両
森
林
組
合
、
林
産
セ

ン
タ
ー
で
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
　

県
は
軽
・
中
度
難
聴
児

　
　

の
言
語
取
得
等
を
促
進

す
る
た
め
、
聴
覚
レ
ベ
ル
が

両
耳
で
30
㏈
以
上
70
㏈
未
満

の
18
歳
未
満
の
対
象
者
に
対

し
て
助
成
を
予
定
し
て
い
る
。

市
の
助
成
の
考
え
は
。

　
　

耳
か
け
型
補
聴
器
で
定

　
　

額
２
万
円
、
耳
穴
型
補

聴
器
で
定
額
５
万
円
。
補
聴

器
購
入
費
用
の
約
35
％
が
助

成
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て
は

県
か
ら
の
情
報
を
待
っ
て
、

前
向
き
に
検
討
い
た
し
ま

す
。

　
　

観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

　
　

取
組
み
構
想
は
。

　
　

観
光
戦
略
サ
ポ
ー
ト
事

　
　

業
、
食
と
自
然
・
歴
史

等
の
組
み
合
わ
せ
、
他
市
町

や
官
民
連
動
等
を
進
め
ま
す
。

　
　

柏
原
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
　

設
置
お
よ
び
駅
舎
施
設

改
善
の
取
組
み
状
況
は
。

　
　

調
査
研
究
を
進
め
る
と

　
　

共
に
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
関

係
団
体
と
連
携
し
強
く
働
き

か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　

県
立
柏
原
、
日
赤
柏
原

　
　

病
院
統
合
及
び
改
築
の

繰
上
げ
実
施
の
要
望
の
件
、

市
立
看
護
専
門
学
校
の
学
生

の
募
集
要
項
や
奨
学
制
度
、

地
元
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど

に
就
職
す
る
奨
学
金
制
度
は
。

　
　

早
期
の
病
院
統
合
及
び

　
　

改
築
に
向
け
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
看
護
師

の
奨
学
金
制
度
の
内
容
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
元

就
職
に
つ
い
て
も
奨
学
金
制

度
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

平
成
27
年
度
か
ら
看
護

　
　

専
門
学
校
が
市
に
移
管

と
な
る
。
医
療
従
事
者
を
め

ざ
す
中
学
生
・
高
校
生
、
一

般
を
対
象
に
し
た
、
医
療
体

験
合
宿
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　

医
療
に
関
わ
る
動
機
づ

　
　

け
と
し
て
効
果
の
高
い

も
の
と
考
え
ま
す
。
内
容
の

調
整
を
進
め
、
夏
休
み
に
事

業
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

不
育
症
へ
の
助
成
は
。

　
　

国
の
今
後
の
動
向
を
待
っ

　
　

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

問

問問

問

問

問 問

問問問

問問

答答

答 答

答

答 答答

答 答

答答答

△

U
タ
ー
ン
の
三
世
代
住
宅

△

幼
稚
園
あ
と
を
活
用
し
て
い
ま
す

△

多くの市民に助成を

代 表 質 問

代 表 質 問

代 表 質 問
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太
田
一
誠
議
員

　
日
本
共
産
党
議
員
団　

西
本
嘉
宏
議
員

経
済
活
性
化
に
は

人
の
動
き
の
活
性
化
を

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
を

　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
豊
市
議
員

柏
原
の
歴
史
は
公
立
の

保
育
所
・
幼
稚
園
だ

　
　

平
成
27
年
度
か
ら
の
普

　
　

通
交
付
税
等
の
減
収
に

向
け
た
財
政
構
造
の
見
直
し

と
財
政
規
模
の
縮
小
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た
の
か
。

　
　

大
き
な
取
組
み
と
し
て

　
　

は
、
職
員
数
の
削
減
と

繰
り
上
げ
償
還
に
よ
る
市
債

残
高
の
削
減
に
努
め
、
県
内

の
他
の
合
併
自
治
体
と
の
財

政
比
較
で
は
上
位
に
あ
る
な

ど
、成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
期
の
行
政

改
革
大
綱
で
の
検
討
や
予
算

編
成
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　
　

健
全
な
財
政
を
維
持
し

　
　

て
い
る
こ
と
は
評
価
で

き
ま
す
が
、
単
純
な
歳
出
削

減
や
必
要
以
上
の
内
容
で
、

今
を
暮
ら
す
市
民
の
生
活
が

成
り
立
た
な
い
の
で
は
意
味

が
な
い
。
経
済
対
策
と
し
て

の
公
共
事
業
が
見
込
め
な
い

今
、
少
額
の
予
算
で
即
効
性

か
つ
持
続
性
の
あ
る
施
策
展

開
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
О
や
市
民

団
体
な
ど
の
活
動
に
対
し
、

既
成
概
念
に
捉
わ
れ
ず
、
助

成
の
範
囲
を
広
げ
た
り
、
増

　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
は
、 

　
　

農
業
な
ど
に
壊
滅
的
な

打
撃
を
与
え
る
。
改
め
て
見

解
と
Ｊ
Ａ
な
ど
と
の
連
携
・

対
応
に
つ
い
て
ど
う
か
。

　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
撤
廃

　
　

を
原
則
と
し
、
農
業
は

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
基

幹
的
な
作
物
の
コ
メ
の
影
響

は
非
常
に
大
き
く
、
現
状
で

は
、
反
対
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
の
も

と
国
に
食
料
安
全
保
障
の
確

立
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
「
い
じ
め
」
や
「
体
罰
・

　
　

暴
力
」
の
実
態
把
握
と

対
応
、
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

教
師
の
多
忙
化
の
解
消
や
35

人
学
級
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

増
員
等
の
条
件
整
備
に
つ
い

て
ど
う
か
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
学
校

　
　

の
指
導
報
告
な
ど
で
実

態
把
握
に
努
め
、
未
然
防
止

の
た
め
に
、
相
談
体
制
や
信

頼
関
係
の
構
築
と
連
携
の
強

化
を
す
す
め
ま
す
。「
人
間

と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
」
と
い
う
毅
然
と
し
た
姿

額
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
人
の

動
き
を
活
発
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
経
済
活
動
を
活
性
化

さ
せ
る
手
法
が
、
必
要
か
つ

有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

今
後
も
必
要
と
考
え
る

　
　

行
政
改
革
の
取
組
み
と

と
も
に
、
市
内
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
取
組
み
と
し
て
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

勢
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
　

福
島
原
発
事
故
か
ら
２

　
　

年
、
改
め
て
、
見
解
を

聞
く
。
ま
た
、
国
の
防
災
指

針
も
発
表
さ
れ
た
が
、
50
キ

ロ
圏
の
防
災
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

国
の
動
向
を
注
視
し
て

　
　

い
き
ま
す
が
、
原
発
の

考
え
方
は
、
以
前
と
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。防
災
計
画
は
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

柏
原
に
お
け
る
認
定
こ

　
　

ど
も
園
の
地
域
協
議
会

の
目
的
は
他
町
と
違
っ
て「
認

定
こ
ど
も
園
あ
り
き
」
で
な

い
と
し
な
が
ら
、
教
育
委
員

会
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に「
こ

ど
も
園
あ
り
き
」
の
方
向
へ

強
引
に
誘
導
し
て
い
る
こ
と

が
会
議
録
で
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

強
引
に
進
め
て
き
た
こ

　
　

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

丹
波
市
自
治
基
本
条
例

　
　

に
は
、
会
議
の
公
開
や
傍

聴
の
原
則
が
定
め
て
あ
る
が
柏

原
の
地
域
協
議
会
で
は
傍
聴
が

で
き
な
い
日
も
あ
っ
た
。

　
　

２
月
27
日
の
会
議
の
み

　
　

傍
聴
を
断
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、委
員
か
ら「
傍

聴
が
あ
る
と
意
見
が
出
し
に

く
い
」
と
し
て
協
議
会
が

断
っ
た
も
の
で
す
。

　
　

傍
聴
拒
否
や
委
員
名
簿

　
　

の
公
表
拒
否
は
自
治
基

本
条
例
に
反
す
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

市
長
が
設
置
す
る
付
属

　
　

機
関
は
自
治
基
本
条
例

に
該
当
し
ま
す
が
、
地
域
協

議
会
は
任
意
で
作
ら
れ
た
協

議
会
で
あ
り
、
そ
こ
で
決
め

ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
　

任
意
の
協
議
会
で
決
め

　
　

ら
れ
た
結
果
に
拘
束
力

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
　

任
意
の
協
議
会
と
い
え

　
　

ど
も
、
地
域
住
民
の
意

見
を
集
約
し
て
も
ら
う
大
事

な
協
議
会
で
あ
り
ま
す
。

問

問問

問

問

問

問

問問

答

答答

答

答

答

答

答答

△

100
年
の
歴
史
を
誇
る
崇
広
幼
稚
園

△

市
政
に
新
し
い
マ
ン
パ
ワ
ー
の
活
用
を

△

田
植
え
風
景
ー
多
目
的
な
機
能
を

　

も
っ
て
い
る
農
村
・
農
業　
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林
　
時
彦
議
員

政
策
決
定
は
誰
が

ど
う
す
る
の
か
説
明
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

西
脇
秀
隆
議
員

も
っ
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　

平
井
孝
彦
議
員

「
本
人
通
知
制
度
」
の

市
民
周
知
と
推
進
を

　
　

自
治
基
本
条
例
に
は
、

　
　

市
長
は
市
民
に
政
策
、

及
び
計
画
の
立
案
、
実
施
に

つ
い
て
、
意
思
決
定
経
過
を

説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
明
記
し
て
あ
る
。
議
案
審

議
資
料
で
公
表
さ
れ
て
い
る
、

業
者
の
受
注
実
績
、
資
本
金
、

技
術
者
数
な
ど
は
当
然
公
開

す
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

業
界
の
中
に
は
情
報
が

　
　

外
に
漏
れ
る
の
が
非
常

に
困
る
と
い
う
事
情
を
そ
れ

ぞ
れ
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
会
社
の
意
向
を
汲
ん
で

不
開
示
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

実
績
、
資
本
金
等
は
開

　
　

示
す
べ
き
と
規
定
さ
れ

て
い
る
と
指
摘
し
て
お
く
。

次
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

49
億
の
金
額
決
定
の
根
拠
の

資
料
を
請
求
し
た
ら
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
以
外
は
伺
書
、
決

定
調
書
の
２
枚
だ
け
だ
っ
た
。

市
長
は
こ
の
２
枚
で
決
定
さ

れ
た
の
か
。

　
　

私
は
２
枚
か
ど
う
か
は

　
　

言
え
ま
せ
ん
が
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
業
者
の
提
案
も
聞

い
て
部
長
や
副
市
長
と
も
相

談
し
、
総
合
的
に
決
定
し
て

い
ま
す
。

　
　

49
億
は
市
で
決
定
さ
れ

　
　

て
い
る
。
業
者
の
提
案

は
そ
の
後
だ
。
今
回
の
金
額

決
定
資
料
が
２
枚
し
か
出
て

い
な
い
が
本
当
に
２
枚
で
決

定
し
た
の
か
。

　
　

私
の
決
定
は
決
裁
文
で

　
　

決
定
し
ま
す
。だ
か
ら
、

決
裁
に
付
い
て
い
た
書
類
は

そ
れ
だ
け
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
　

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

　
　

の
運
行
を
旧
町
外
へ
も

行
け
る
よ
う
に
す
べ
き
で
な

い
か
。

　
　

丹
波
市
地
域
公
共
交
通

　
　

活
性
化
協
議
会
に
お
い

て
、
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

に
よ
る
総
合
病
院
行
き
が
議

論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
協
議
会
の
議
論
を
ふ
ま

え
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

ゴ
ミ
袋
代
金
80
円
は
近

　
　

隣
自
治
体
の
倍
で
あ
る
。

40
円
位
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

現
時
点
で
は
料
金
改
定

　
　

は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
平
成
27
年
に
向
け
て
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン

　
　

タ
ー
を
青
垣
住
民
セ
ン

タ
ー
１
階
に
移
転
す
べ
き
で

な
い
か
。

　
　

１
階
へ
の
移
転
は
困
難

　
　

で
す
。２
階
に
移
転
し
、

安
全
に
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　

丹
波
市
人
権
・
同
和
教

　
　

育
協
議
会
へ
の
補
助
金

　
　

昨
年
６
月
県
内
初
に
施

　
　

行
さ
れ
た
戸
籍
・
住
民

票
の
不
正
取
得
の
防
止
を
目

的
と
し
た
本
人
通
知
制
度
の

登
録
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

現
在
ま
で
に
56
名
の
市

　
　

民
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
制
度
の
案
内
と

周
知
に
努
め
ま
す
。

　
　

平
成
18
年
策
定
の
人
権

　
　

施
策
基
本
方
針
は
現
在

審
議
中
の
第
２
次
総
合
計
画

に
沿
っ
た
新
た
な
人
権
施
策

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

新
た
な
取
組
み
が
必
要

　
　

と
判
断
す
れ
ば
適
宜
実

施
し
ま
す
。
次
期
の
総
合
計

画
の
議
論
な
ど
も
注
視
し
て

研
究
し
ま
す
。

　
　

誰
も
が
障
害
の
あ
る
な

　
　

し
に
関
係
な
く
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く

り
に
障
害
者
へ
の
差
別
に
対

し
救
済
と
人
権
擁
護
を
目
的

に
し
た
条
例
は
で
き
な
い
か
。

　
　

国
で
は
、
障
害
者
差
別

　
　

禁
止
の
法
整
備
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
や
県
の
動

向
を
見
据
え
検
討
し
ま
す
。

は
、
一
部
運
動
団
体
が
加
入

し
偏
っ
た
考
え
方
で
運
営
さ

れ
て
お
り
公
益
団
体
と
は
言

い
難
い
の
で
、
廃
止
す
べ
き

で
な
い
か
。

　
　

こ
の
団
体
は
、
学
校
や

　
　

企
業
や
多
く
の
市
民
団

体
が
参
加
を
し
、
民
主
的
協

議
を
通
じ
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
公
益
団
体
と
考
え
ま

す
の
で
補
助
金
廃
止
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

丹
波
市
消
防
本
部
に
女

　
　

性
消
防
士
・
救
命
士
の

登
用
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　

採
用
試
験
結
果
に
よ
る

　
　

こ
と
が
基
本
と
考
え
ま

す
が
、
体
力
判
定
で
は
、
男

女
別
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
に
女
性

専
用
と
し
て
使
用
で
き
る
仮

眠
室
（
ト
イ
レ
・
風
呂
含
む
）

を
整
備
し
ま
す
。

問

問

問

問問 問 問

問

問

問

答

答

答

答

答

答答

答

答

答答

△

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

△

自
治
基
本
条
例
に
よ
る
情
報
開
示
を

△

市
民
課
・
窓
口
で
登
録
で
き
ま
す

問

一 般 質 問

一 般 質 問

一 般 質 問
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藤
原
　
悟
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
　
親
議
員

シ
カ
の
有
効
活
用
に
係
る

事
業
の
計
画
は

世
界
に
誇
る
モ
デ
ル
タ
ウ
ン

づ
く
り
に
む
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　

垣
内
廣
明
議
員

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
対
応
は

　
　

整
備
さ
れ
た
イ
ン
ト
ラ

　
　

ネ
ッ
ト
の
有
効
活
用
を
。

　
　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

　
　

の
部
長
会
等
へ
の
活
用

や
各
支
所
と
保
健
セ
ン
タ
ー

と
を
結
ぶ
テ
レ
ビ
電
話
の
活

用
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
「
シ
カ
の
収
集
分
別
処
理

　
　

施
設
」
の
整
備
は
、
受

け
入
れ
、
販
売
等
、
安
定
的

な
施
設
運
営
が
で
き
る
計
画

を
。

　
　

安
定
経
営
は
、
運
営
者

　
　

の
手
腕
に
頼
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
で
す
が
、「
鹿
肉
消

費
拡
大
奨
励
金
」、「
丹
波
鹿

肉
Ｐ
Ｒ
活
用
事
業
」
等
に
よ

る
安
定
供
給
の
確
保
等
、
一

定
の
支
援
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　
　

市
内
で
の
出
没
地
域
や

　
　

範
囲
が
拡
大
し
て
い
る

山
ビ
ル
の
、
実
態
調
査
や
防

護
、
駆
除
等
の
対
策
を
。

　
　

動
物
侵
入
防
護
柵
の
設

　
　

置
や
里
山
の
整
備
・
保

全
等
に
よ
り
、
山
ビ
ル
が
生

息
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
と

注
意
喚
起
や
駆
除
等
に
努
め

　
　

総
合
計
画
の
方
針
に

　
　
「
世
界
の
モ
デ
ル
タ
ウ

ン
」
と
い
う
構
想
を
持
つ
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

　
　

市
民
と
共
同
で
計
画
し

　
　

て
い
く
性
質
上
、
こ
こ

で
明
言
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
は
世
界
視
野
で
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
構
想
を
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

起
業
家
を
集
め
る
た
め

　
　

の
「
起
業
コ
ン
ペ
」
を
検

討
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

　
　

波
及
効
果
を
考
え
る　

　
　

と
、
非
常
に
魅
力
的
な

事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

　
　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

　
　

の
活
用
を
通
じ
て
、
市

民
と
の
距
離
を
縮
め
た
い
よ

う
だ
が
、
具
体
的
に
参
考
に

す
る
事
例
や
方
策
な
ど
は
あ

る
か
。

　
　

現
時
点
で
は
調
査
が
で

　
　

き
て
お
ら
ず
回
答
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
後
に
向
け
て

き
ち
ん
と
調
査
し
て
、
回
答

ま
す
。

　
　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の

　
　

土
曜
日
開
設
の
考
え
は
。

　
　

市
民
意
識
調
査
に
よ
り

　
　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

来
年
度
、
小
・
中
学
校
の

　
　

扇
風
機
増
設
の
計
画
は
。

　
　

少
人
数
授
業
や
特
別
支

　
　

援
学
級
へ
の
対
応
と
し
て

31
教
室
に
設
置
予
定
で
す
。

　
　

小
・
中
学
校
に
ミ
ス
ト

　
　

シ
ャ
ワ
ー
設
置
の
計
画
は
。

　
　

学
校
と
協
議
し
な
が
ら

　
　

設
置
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　

市
民
と
当
局
と
市
議
会

　
　

の
協
働
事
業
と
し
て
「
情

報
改
革
チ
ー
ム
」
を
創
る
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

現
実
的
に
市
議
会
が
関

　
　

わ
る
と
、
二
元
代
表
制

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か

ず
、
制
度
的
に
困
難
で
す
。

市
民
と
行
政
で
あ
れ
ば
検
討

は
可
能
で
す
。
ま
た
議
案
に

関
わ
ら
な
い
範
囲
で
あ
れ

ば
、
三
者
で
会
合
を
持
つ
こ

と
は
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま

す
。

　
　

昨
年
の
、
ご
み
処
理
施

　
　

設
建
設
の
契
約
時
に
は

実
施
設
計
を
行
う
に
当
た
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等
の
再
検

討
を
条
件
と
し
て
賛
同
し
た

が
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

　
　

新
施
設
は
地
元
は
じ
め

　
　

各
種
委
員
会
等
で
協
議

を
踏
ま
え
進
め
て
き
た
も
の

で
、
施
設
整
備
に
必
要
な
内

容
と
考
え
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。　

　
　

安
心
に
は
減
災
対
策
等

　
　

は
欠
か
す
事
の
出
来
な

い
も
の
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
検
討
さ
れ
た
の
か
。

　
　

治
水
対
策
だ
け
で
は
な

　
　

く
流
域
対
策
や
減
災
対

策
を
組
み
合
わ
せ
た
地
域
総

合
治
水
推
進
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　　
　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

　
　

基
本
的
に
は
歩
車
分
離

　
　

を
す
る
こ
と
と
し
歩
行

者
の
安
全
を
図
り
ま
す
。
昨

年
の
緊
急
点
検
に
お
け
る
危

険
個
所
は
早
急
な
対
応
が
必

要
で
あ
り
路
肩
カ
ラ
ー
舗
装

や
防
護
柵
等
の
設
置
を
行
い

ま
す
。

　
　

緊
急
車
両
の
進
入
道
路

　
　

確
保
へ
の
対
応
は
。

　
　

建
築
基
準
法
に
基
づ
き

　
　

用
地
確
保
が
で
き
れ

ば
、
優
先
的
に
改
良
等
の
対

応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

学
校
で
の
重
大
事
案
が

　
　

起
こ
っ
た
後
の
対
応
は

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
「
命
を
大
切
に
す
る
心

　
　

を
は
ぐ
く
む
講
演
会
」

等
を
開
催
し
予
防
に
努
め
、

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
第

三
者
委
員
会
の
設
置
を
検
討

し
ま
す
。

問

問問問

問問

問

問

問問

問

問問

問問

答

答答答

答答

答

答

答答

答

答答

答答

△

危
険
な
通
学
路

△山ビルについての研修、駆除や防護の注意喚起を

△

丹
波
の
暮
ら
し
に
憧
れ
る
人
が

　

増
え
て
い
る　
　
　

一 般 質 問

一 般 質 問

一 般 質 問
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木
戸
せ
つ
み
議
員

学
校
統
合
に
よ
る
通
学
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
も

　
　
　
　
　
　
　
　

足
立
克
己
議
員

国
道
４
２
９
号
榎
峠
の

早
期
ト
ン
ネ
ル
化
を 

　
　
　
　
　
　
　
　

土
田
信
憲
議
員

市
長
、
教
育
長
に
所
見
を
聞
く

　
　

学
校
が
統
合
さ
れ
た
場

　
　

合
、
遠
距
離
通
学
の
児

童
、生
徒
が
増
え
る
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
用
も
必
要
で
な
い

か
。

　
　

通
学
に
は
徒
歩
、
自
転

　
　

車
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

神
姫
バ
ス
、
電
車
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
が
あ
り
、
財
政

負
担
も
研
究
し
、
統
合
準
備

委
員
会
に
お
示
し
し
ま
す
。

　
　

加
古
川
水
系
丹
波
圏
域

　
　

下
流
部
河
川
整
備
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
時

期
、
内
容
、
近
辺
集
落
へ
の

周
知
、
牧
山
川
整
備
と
の
関

連
は
。

　
　

県
は
篠
山
川
合
流
点~

　
　

前
川
橋
間
を
今
後
20
年

間
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
井
原
橋
付
近
の

樋
門
改
修
、
26
年
度
以
降
に

堤
防
嵩
上
げ
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
牧
山
川
整
備
は
加

古
川
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

市
事
業
を
受
託
、
落
札

　
　

し
た
業
者
が
執
行
途
中

に
倒
産
し
た
場
合
、
市
の
対

応
は
。

　
　

県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準

　
　

じ
て
処
理
を
し
て
い
ま

す
。
契
約
金
の
10
％
を
違
約

金
と
し
て
業
者
よ
り
徴
収
し

ま
す
。

　
　

丹
波
市
・
公
式
フ
ェ
イ

　
　

ス
ブ
ッ
ク
運
用
要
綱
に

法
的
根
拠
は
あ
る
か
。

　
　

利
用
者
に
同
要
綱
の
行

　
　

為
が
あ
っ
た
場
合
は
そ

の
ペ
ー
ジ
を
削
除
す
る
市
の

事
務
処
理
基
準
を
定
め
た
も

の
で
、
法
的
な
位
置
づ
け
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

国
道
４
２
９
号
榎
峠
の

　
　

早
期
改
修｢

ト
ン
ネ
ル｣

化
を
実
現
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
元
組
織
で
あ
る
改
修

　
　

促
進
合
同
協
議
会
と
、

丹
波
市
と
福
知
山
市
と
の
行

政
間
組
織
で
あ
る
改
修
促
進

同
盟
会
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
要
望
活
動
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
今
後
と
も
福

知
山
市
や
地
元
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　

小
規
模
農
家
へ
の
補
助

　
　

金
制
度
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

　
　

市
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ

　
　

な
助
成
を
し
て
い
ま
す

が
、
も
っ
と
市
民
に
知
ら
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
農
協
と
も
会
議
を
重
ね

て
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
　

農
会
の
な
い
集
落
に
鹿

　
　

柵
の
補
助
金
制
度
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

　
　

自
治
会
等
に
も
助
成
は

　
　

可
能
で
、
地
域
の
実
績

　
　

政
府
の
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

　
　

参
加
表
明
が
現
実
的
に

な
り
、
国
民
的
関
心
も
高
い

こ
と
か
ら
、
市
長
の
所
見
を

聞
く
。

　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
撤
廃

　
　

を
原
則
と
す
る
包
括
的

な
協
定
で
あ
り
、
農
業
と
食

料
自
給
率
、
商
工
業
へ
の
影

響
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会
や

Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
県
下
市
町

と
連
携
し
な
が
ら
適
切
に
対

応
し
ま
す
。

　
　

小
・
中
学
校
生
の
学
力

　
　

向
上
と
教
育
委
員
会
の

機
能
充
実
に
つ
い
て
教
育
長

の
考
え
を
聞
く
。

　
　

学
力
に
つ
い
て
は
、
小
中

　
　

学
校
と
も
算
数
・
数
学

Ｂ
に
つ
い
て
課
題
が
み
ら
れ
ま

す
。
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
を
多
面
的
に
分

析
し
、
課
題
改
善
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

自
己
点
検
・
自
己
評
価
の
結

果
を
活
か
し
な
が
ら
機
能
強

化
に
努
め
ま
す
。

も
踏
ま
え
て
市
の
担
当
者
も

一
緒
に
な
っ
て
獣
害
対
策
を

研
究
し
ま
す
。

　
　

今
、
市
に
お
い
て
、
山

　
　

ビ
ル
が
増
え
て
被
害
が

ひ
ど
く
、
色
々
な
対
策
を
と

る
必
要
が
な
い
か
。

　
　

市
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ

　
　

な
施
策
を
行
っ
て
山
ビ

ル
が
少
な
く
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

財
政
の
肥
大
化
を
避
け

　
　

る
た
め
に
も
、
新
規
事

業
は
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
の
概

念
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　
　

は
、
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
基

準
や
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ド
ビ
ル
ド
を
徹
底
す
る
と
共

に
、
一
部
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
質
問
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
予
算
編
成

手
法
の
見
直
し
と
事
務
事
業

の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。

問

問

問問

問

問

問問

問問

問

答

答答

答

答

答

答答

答

答

答

△

榎
峠
の
現
状

△

ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
転
用
は
？
？
？

△

お
米
の
収
穫
作
業

一 般 質 問

一 般 質 問

一 般 質 問
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坂
谷
高
義
議
員

　
　
　
　
　
　

臼
井
八
洲
郎
議
員

こ
れ
か
ら
の
丹
波
市
の

幼
児
教
育
の
課
題
は

福
知
山
線
複
線
化
に
向
け
た

取
組
み
を

　
　

市
の
幼
児
教
育
の
課
題

　
　

は
、
政
府
は
先
般
３
歳

～
５
歳
の
幼
児
教
育
無
償
化

の
実
現
に
向
け
て
検
討
す
る

政
府
、
与
党
の
連
絡
協
議
会

を
設
置
す
る
方
針
を
固
め
た
。

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
自
己
負
担
を
無
料
に

し
、
少
子
化
対
策
に
繋
げ
る

た
め
、
色
ん
な
論
点
を
整
理

し
６
月
を
め
ど
に
、
幼
児
教

育
大
綱
を
ま
と
め
る
と
の
こ

と
だ
。
ま
た
厚
労
省
は
、
最

も
優
先
度
が
高
い
の
は
保
育

士
の
増
員
や
待
遇
改
善
な
ど

「
保
育
の
質
」
の
改
善
で
あ
る

と
し
、
保
育
士
の
給
与
を
４

月
か
ら
引
き
上
げ
る
方
針
を

固
め
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
動
き
の
中
、
市
は

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
子
育
て
施

策
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

市
と
し
て
も
、
先
ず
市

　
　

内
の
全
保
育
園
と
認
定

こ
ど
も
園
が
当
事
業
を
利
用

し
て
、
保
育
士
の
待
遇
改
善

を
図
れ
る
よ
う
、
努
力
し
ま

す
。

　
　

福
知
山
線
の
複
線
電
化

　
　

は
丹
波
市
に
と
っ
て
経

済
や
都
市
と
の
交
流
、
観
光

な
ど
地
域
活
性
化
の
先
導
的

役
割
を
果
た
す
と
思
う
。

　

篠
山
口
駅
か
ら
大
阪
駅
ま

で
は
、
複
線
化
さ
れ
、
通
勤

範
囲
と
な
っ
て
お
り
篠
山
市

の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。
丹
波
市
民
も
多
く

篠
山
口
駅
を
利
用
し
て
い
る

の
が
現
状
だ
。複
線
化
の
ネ
ッ

ク
は
一
体
何
な
の
か
、
市
長

の
考
え
を
聞
く
。

　
　

言
わ
れ
る
通
り
、
経
済

　
　

の
活
性
化
、
観
光
振
興
、

都
市
と
の
交
流
、
定
住
促
進

等
、
市
の
元
気
、
活
性
化
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
複
線
化
へ
の
第
一

歩
は
市
民
の
皆
様
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
利

用
増
施
策
を
展
開
す
る
と
共

に
部
分
複
線
化
等
、
利
便
性

向
上
に
も
検
討
を
Ｊ
Ｒ
・
国
・

県
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

市
の
早
期
退
職
勧
奨
者

　
　

が
、
市
の
関
連
施
設
、

　
　

も
う
ひ
と
つ
の
全
国
発

　
　

信
、
全
国
高
校
女
子
硬

式
野
球
選
手
権
大
会
の
決
勝

戦
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
放
映
が

で
き
る
よ
う
、
シ
ナ
リ
オ
を

描
き
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
は
。

　
　

今
後
大
会
実
行
委
員
会

　
　

と
連
携
を
図
り
、
要
望

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

サ
ッ
カ
ー
場
整
備
に
係

　
　

る
調
査
に
つ
い
て

　
　

市
生
涯
学
習
施
設
の
整

　
　

備
方
針
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
十
分
調
査
し
ま

す
。

付
属
施
設
、
あ
る
い
は
関
連

団
体
へ
の
就
職
斡
旋
を
受
け

て
い
る
と
の
声
も
あ
る
。
市

民
全
て
が
公
募
で
き
る
体
制

を
と
る
べ
き
だ
。

　
　

市
の
機
関
に
お
け
る
非

　
　

常
勤
職
員
は
行
政
経
験

が
必
要
な
も
の
は
公
募
に
寄

ら
ず
早
期
退
職
職
員
を
任
用

し
て
い
ま
す
が
、
原
則
は
公

募
に
よ
り
任
用
し
て
い
ま

す
。

問

問問

問問

答

答答

答

答

△こども園の園児たち
△

み
ん
な
の
願
い  

福
知
山
線
複
線
化
！

５月臨時会・６月定例会の予定
５月 29 水 臨時議会（議案提案・採決） 9：30

６月

７ 金 本会議（議案提案） 9：30

11 火 本会議（一般質問） 9：00

12 水 本会議（一般質問） 9：00

13 木 本会議（一般質問） 9：00

17 月 本会議（議案質疑） 9：30

19 水 総務常任委員会 9：30

20 木 民生常任委員会 9：30

21 金 産業建設常任委員会 9：30

25 火 本会議（議案の採決） 9：30

＊上記の日程につきましては、変更となる場合もありますので、
　最新の情報はホームページでご確認ください。

３月から特別委員会が

インターネットでライブ中継を

見ることができるようになったよ。

詳しくはホームページを見てね！

一 般 質 問

一 般 質 問



議 会 報 告 会

15 議会だより　2013.4　

～市民が参画できる開かれた議会へ～

議 会 報 告 会 開 催 日 程

　お住まいの地域に限らず、どの地域の会場でも参加できます。

議会報告会を開催します

議員から議会の審議内容や結果を報告するとともに市
民のみなさんから市政についてご意見をお聴きします。
みなさんのご参加をお待ちしています。

地　域 日　　　　時 会　　場

春日地域 ５月１３日（月）

午後８時　　　　

～午後９時 30 分

ハートフルかすが 大会議室

氷上地域 ５月１４日（火） かどのの郷 研修室

柏原地域
５月１５日（水）

新井ふれあいセンター 研修室

青垣地域 青垣住民センター　 ２階大会議室

山南地域 ５月１６日（木） 和田地域づくりセンター ２階大会議室

市島地域 ５月１７日（金） 市島農村環境改善センター ２階大会議室

　

２
月
22
日
、
全
国
市
議
会
議
長

会
法
制
参
事
の
廣
瀬
和
彦
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、「
議
会
の
権
限
等
に

つ
い
て
」
議
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
廣
瀬
氏
は
議
会
の
権
限

と
し
て
、
次
の
５
つ
が
あ
る
と
さ

れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
全
国
の
例

も
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
ア
）
議
決
権

　

議
決
権
と
は
地
方
公
共
団
体
の

意
思
又
は
機
関
と
し
て
議
会
の
意

思
を
決
定
さ
せ
る
た
め
に
議
会
に

付
与
さ
れ
た
権
限
を
い
い
ま
す
。

（
イ
）
選
挙
権

　

正
副
議
長
な
ど
特
定
の
地
位
に

就
く
者
を
選
び
決
定
す
る
権
限
を

い
い
ま
す
。

（
ウ
）
監
視
権

　

監
視
権
と
は
、
執
行
機
関
の
行

う
行
政
執
行
に
つ
い
て
監
視
し
、

牽
制
す
る
権
限
を
い
い
ま
す
。
検

閲
調
査
権
（
自
治
法
98
条
①
）、

調
査
権
（
同
法
１
０
０
条
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

（
エ
）
意
見
表
明
権

　

議
会
は
自
治
法
99
条
に
よ
り
当

該
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す

る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会

又
は
関
係
行
政
官
庁
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
諮
問
答

申
権
、
請
願
受
理
権
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

（
オ
）
自
律
権

　

自
律
権
と
は
、
議
会
の
内
部
的

事
項
を
自
律
的
に
決
定
し
、
処
理

す
る
権
限
を
い
い
ま
す
。
議
会
規

則
を
制
定
し
た
り
、
議
員
の
懲
罰

な
ど
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◎
議
会
改
革
事
項

　

議
会
改
革
事
項
と
し
て
、
自
由

討
議
（
全
国
の
議
会
19
％
で
実

施
）、
議
会
報
告
会
（
全
国
の
議

会
12
％
で
実
施
）
な
ど
が
議
会
改

革
の
課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　

講
演
後
の
質
問
に
も
テ
キ
パ
キ

と
答
え
ら
れ
、
３
時
間
が
ア
ッ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
有
意
義
な
研
修

が
で
き
ま
し
た
。

議
員
研
修
を
開
催
し
ま
し
た議員研修の様子



編集後記

住んでよかった「丹波市に」

　　　　　　　　春日町黒井　今井喜久夫

　昨今、爆弾低気圧・猛吹雪・暴風・大雨と次から
次へと起こる異常気象には驚異を覚えます。そのう
え一難去ってまた一難、黄砂・ＰＭ2.5 と花粉のトリ
プルパンチで、何ひとつ有益なものはありません。
　自然に対しては何をする手立てもないのでしょう
か。丹波市は幸いこれまで大きな災害はありません
でした。海・山・温泉と、これといって自慢するも
のはありませんが、何もないのがよいのかも知れま
せん。
　さて、年々歳々のごとく桜の季節が巡ってきまし
た。桜はどこに咲いても見事に美しいものですが、
特に私の住まいの近くにある、黒井川の５００メー
トルあまりの桜並木は、土手を覆うようにむき出し
の根を張り、一生懸命に枝を張って咲いています。
川面に映る老木の桜は歴史を感じ、何とも言えぬい
とおしさと美しさに感動します。
　テレビに映る東北の人々の思いをこめた人工の一
本松の姿を見ると、なおさらにこの美しい自然の景
色を子や孫、その先まで何事も起こらず残ってくれ
ることを願っています。
　いまさらながら、災害に強い丹波市にして、住ん
でよかった、住みたい丹波市をめざして住民一人ひ
とりが自覚したいものです。

黒井の桜まつり

丹波市男女共同参画推進への

メッセージ

吉見地区自治振興会　事務局　吉見富雄　

　平成 19 年に当地区の自治会にも「男女共同参画推進員」
が選任されましたが、推進員は何をするのか？誰が選任され
ているのか、ほとんど知られていませんでした。幸い、合併
前の各町に組織されておりました参画推進団体「共に輝く里
づくりの会」が、当地区では活動していましたので、里づく
りの会会員と新たに選任された推進員とが連携し合う「吉見
地区男女共同参画推進連絡会」を立ち上げました。
　当初は、地区イベントにスローガンを掲げ、活動する人を
地域に紹介することから始めていきました。ポケットティッ
シュに共同参画の基本目標を印刷して、市民運動会でＰＲし
ようと市に支援を求めましたが、予算がないとのことで他所
からティッシュの都合をつけたこともありました。平成20年、
自治振興会規約を改正して、女性理事を各自治会から 1 名選
任することにしました。
　自治振興会が何を話し合い、どのように地域づくりをしよ
うとしているか。女性に理解を深めてもらい、女性の声をい
かに地域づくりに結びつけるか。どのように加わってもらう
のか･･･　少しずつの歩みです。市には、男女共同参画の計画
や目標だけでなく、実践に向けた指導と支援を期待したいと
ころです。

共同参画推進連絡会による講演会

　“森羅万象”万物が躍動する季節となってきました。平
成25年度の施策もいよいよスタートしたところです。
　さて、市民が議会に関心を持ち、よりよいものにする
には議会が何をしてくれるのかではなく、一緒にどうし
たらよいかにあります。国際化、情報化（ＩＴ）が進む中
で、議会広報も進化する時代のニーズに沿って情報公開
をしなければなりません。その手法として議会フェイス
ブックを設け、一人でも多くの人に見てもらえるように
と考えていますが、まだまだ紙面の方がよいという方も
いらっしゃいます。さらに読んでもらえる議会だよりに
なるよう努めてまいります。

クイズdeプレゼント

次回の議会報告会の開催は何月でしょうか。問題

①答え②住所、氏名、年齢をお書きのうえ、５月 20 日までに下記のいず
れかにお送りください。また、「たんばりんぐ」の感想もお寄せください。
正解者の中から抽選で３名様にちーたんグッズをお送りします。
　　ファックス　0795－82－1523
　　メール　gikai@city.tamba.hyogo.jp
　　はがき　
　　丹波市氷上町成松字甲賀１番地 議会事務局宛
　　フェイスブック（メッセージ欄にご記入ください）
　　（当選者の発表は、次号たんばりんぐでお知らせします。）

市 民の投稿市 民の投稿

162013.4　議会だより


